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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年1月16日(2020.1.16)

【公表番号】特表2019-506842(P2019-506842A)
【公表日】平成31年3月14日(2019.3.14)
【年通号数】公開・登録公報2019-010
【出願番号】特願2018-528604(P2018-528604)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/13     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/62     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/63     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/68     (2017.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/536    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/13     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/28     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   16/18     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/46     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/62     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ   15/63     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ    1/15     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/19     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｔ
   Ａ６１Ｋ   47/68     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/02     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ   33/536    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月2日(2019.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　抗Ｆｃ受容体様５（ＦｃＲＬ５）抗体またはその抗原結合性断片であって、
　（ａａ）それぞれ配列番号３１２、３１３、および３１４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３０９、３１０、
および３１１に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｂ）それぞれ配列番号３１８、３１９、および３２０に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３１５、３１６、
および３１７に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｃ）それぞれ配列番号３２４、３１９、および３２５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３２１、３２２、
および３２３に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域，；
　（ａｄ）それぞれ配列番号３２９、３３０、および３３１に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３２６、３２７、
および３２８に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｅ）それぞれ配列番号３２９、３３０、および３３１に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３３２、３３３、
および３３４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｆ）それぞれ配列番号３３８、３３０、および３３９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３３５、３３６、
および３３７に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｇ）それぞれ配列番号３４３、３４４、および３４５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３４０、３４１、
および３４２に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｈ）それぞれ配列番号３４８、３４９、および３５０に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３４６、３２７、
および３４７に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｉ）それぞれ配列番号３５２、３４４、および３５３に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３４６、３２７、
および３５１に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｊ）それぞれ配列番号３５７、３５８、および３５９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３５４、３５５、
および３５６に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｋ）それぞれ配列番号３６３、３６４、および３６５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３６０、３６１、
および３６２に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｌ）それぞれ配列番号３６９、３７０、および３７１に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３６６、３６７、
および３６８に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｍ）それぞれ配列番号３２９、３３０、および３７５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３７２、３７３、
および３７４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｎ）それぞれ配列番号３２９、３３０、および３７７に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３４６、３２７、
および３７６に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｏ）それぞれ配列番号３８１、３８２、および３８３に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３７８、３７９、
および３８０に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｐ）それぞれ配列番号３２９、３８５、および３８６に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
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、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３０９、３１０、
および３８４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｑ）それぞれ配列番号３９０、３９１、および３９２に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３８７、３８８、
および３８９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｒ）それぞれ配列番号３１８、３１９、および３９５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３９３、３５５、
および３９４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｓ）それぞれ配列番号３９７、３９８、および３９９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３４６、３２７、
および３９６に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｔ）それぞれ配列番号４０１、３９８、および４０２に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３４６、３２７、
および４００に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｕ）それぞれ配列番号４０６、３９８、および４０７に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４０３、４０４、
および４０５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｖ）それぞれ配列番号３２９、４０９、および４１０に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３４６、３２７、
および４０８に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｗ）それぞれ配列番号３１８、３１９、および４１４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４１１、４１２、
および４１３に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｘ）それぞれ配列番号４１６、４１７、および４１８に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４１１、４１２、
および４１５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｙ）それぞれ配列番号３１８、３１９、および４１９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４１１、４１２、
および３４９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｚ）それぞれ配列番号４２３、３５８、および４２４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４２０、４２１、
および４２２に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂａ）それぞれ配列番号４２８、４２９、および４３０に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４２５、４２６、
および４２７に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｂ）それぞれ配列番号４３３、４３４、および４３５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３７２、４３１、
および４３２に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｃ）それぞれ配列番号４２３、４３８、および４３９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４３６、３８８、
および４３７に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｄ）それぞれ配列番号３２９、３３０、および４４３に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４４０、４４１、
および４４２に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｅ）それぞれ配列番号４４７、４４８、および４４９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４４４、４４５、
および４４６に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｆ）それぞれ配列番号３１８、３１９、および４５２に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３０９、４５０、
および４５１に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
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　（ｂｇ）それぞれ配列番号３６９、４５４、および４５５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４１１、４１２、
および４５３に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｈ）それぞれ配列番号３１８、３１９、および４５７に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４１１、４１２、
および４５６に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｉ）それぞれ配列番号３２９、３３０、および３３１に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３４６、３２７、
および４５８に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｊ）それぞれ配列番号４６０、４６１、および４６２に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４１１、４１２、
および４５９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｋ）それぞれ配列番号３１８、３１９、および４１９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４１１、４１２、
および４６３に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｌ）それぞれ配列番号４２３、４３８、および４６５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４３６、３８８、
および４６４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｍ）それぞれ配列番号４６８、４６９、および４７０に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４１１、４６６、
および４６７に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｎ）それぞれ配列番号４７４、３５８、および４６５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４７１、４７２、
および４７３に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｏ）それぞれ配列番号４７７、４７８、および４７９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３７２、４７５、
および４７６に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｐ）それぞれ配列番号４８３、４８４、および４８５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４８０、４８１、
および４８２に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｑ）それぞれ配列番号４３３、４８７、および４８８に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３４６、３２７、
および４８６に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｒ）それぞれ配列番号４９０、３１３、および４９１に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３０９、３１０、
および４８９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｓ）それぞれ配列番号３１２、３１３、および４９３に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３０９、３１０、
および４９２に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｔ）それぞれ配列番号４９０、３４９、および４９５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４０３、４０４、
および４９４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｕ）それぞれ配列番号４９８、３４４、および４９９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４０３、４９６、
および４９７に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｖ）それぞれ配列番号５０３、５０４、および５０５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号５００、５０１、
および５０２に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｗ）それぞれ配列番号５０８、３４９、および５０９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４０３、５０６、
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および５０７に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｘ）それぞれ配列番号３１２、５１３、および５１４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号５１０、５１１、
および５１２に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｙ）それぞれ配列番号５１８、３１９、および５１９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号５１５、５１６、
および５１７に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｚ）それぞれ配列番号３４８、５２３、および５２４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号５２０、５２１、
および５２２に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃａ）それぞれ配列番号４０６、３９８、および５２８に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号５２５、５２６、
および５２７に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｂ）それぞれ配列番号３１８、３１９、および５３０に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４１１、４１２、
および５２９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｃ）それぞれ配列番号３１８、３１９、および５３１に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号５１５、５１６、
および５１７に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｄ）それぞれ配列番号５３３、５３４、および５３５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４０３、４０４、
および５３２に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｅ）それぞれ配列番号４２８、４２９、および４３０に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４２５、４２６、
および５３６に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｆ）それぞれ配列番号５４０、３９８、および５４１に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号５３７、５３８、
および５３９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｇ）それぞれ配列番号４０６、３９８、および５４２に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号５３７、５３８、
および５３９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｈ）それぞれ配列番号５４４、４４８、および５４５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４１１、４１２、
および５４３に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｉ）それぞれ配列番号５４７、５４８、および５４９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４１１、４１２、
および５４６に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｊ）それぞれ配列番号３１２、３１３、および３１４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３０９、３１０、
および５５０に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｋ）それぞれ配列番号３１２、５１３、および３１４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３０９、３１０、
および５５０に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｌ）それぞれ配列番号４０６、３９８、および５５４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号５５１、５５２、
および５５３に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｍ）それぞれ配列番号５５６、５５７、および５５８に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３０９、３１０、
および５５５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｎ）それぞれ配列番号５６２、５６３、および５６４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
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、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号５５９、５６０、
および５６１に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｏ）それぞれ配列番号５６８、５０４、および５６９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号５６５、５６６、
および５６７に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｐ）それぞれ配列番号５７１、５７２、および５７３に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３７２、４７５、
および５７０に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｑ）それぞれ配列番号３４３、５７５、および５７６に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４０３、４０４、
および５７４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｒ）それぞれ配列番号３１２、３１３、および３１４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４１１、４１２、
および５７７に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｓ）それぞれ配列番号３１２、３１３、および３１４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３４６、３２７、
および５７８に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｔ）それぞれ配列番号５８０、４３８、および５８１に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４３６、３８８、
および５７９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｕ）それぞれ配列番号５８５、３１３、および３１４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号５８２、５８３、
および５８４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｖ）それぞれ配列番号３１２、５８６、および３１４に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号３４６、３２７、
および５７８に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｗ）それぞれ配列番号５８８、３８５、および３７５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号４０３、４０４、
および５８７に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域；ま
たは
　（ｃｘ）それぞれ配列番号３１８、３１９、および５９２に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２
、およびＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域、ならびにそれぞれ配列番号５８９、５９０、
および５９１に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域
を含む、抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項２】
　抗Ｆｃ受容体様５（ＦｃＲＬ５）抗体またはその抗原結合性断片であって、
　（ａａ）配列番号３に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３
を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号４に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ
２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｂ）配列番号７に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３
を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号８に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ
２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｃ）配列番号１１に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１２に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｄ）配列番号２９９に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号３００に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｅ）配列番号１５に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１６に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
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ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｆ）配列番号１９に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２０に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｇ）配列番号２３に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２４に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｈ）配列番号２７に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２８に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｉ）配列番号３１に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号３２に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｊ）配列番号３５に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号３６に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｋ）配列番号３９に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号４０に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｌ）配列番号４３に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号４４に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｍ）配列番号４７に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号４８に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｎ）配列番号５１に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号５２に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｏ）配列番号５５に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号５６に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｐ）配列番号５９に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号６０に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｑ）配列番号６３に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号６４に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｒ）配列番号６７に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号６８に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｓ）配列番号７１に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号７２に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｔ）配列番号７５に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号７６に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｕ）配列番号７９に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号８０に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｖ）配列番号８３に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
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３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号８４に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｗ）配列番号８７に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号８８に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｘ）配列番号９１に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号９２に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｙ）配列番号９５に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号９６に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、Ｃ
ＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ａｚ）配列番号９９に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ
３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１００に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、
ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂａ）配列番号１０３に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１０４に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｂ）配列番号１０７に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１０８に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｃ）配列番号１１１に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１１２に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｄ）配列番号１１５に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１１６に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｅ）配列番号１１９に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１２０に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｆ）配列番号１２３に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１２４に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｇ）配列番号１２７に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１２８に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｈ）配列番号１３１に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１３２に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｉ）配列番号１３５に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１３６に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｊ）配列番号１３９に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１４０に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｋ）配列番号１４３に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１４４に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｌ）配列番号１４７に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１４８に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
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　（ｂｍ）配列番号１５１に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１５２に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｎ）配列番号１５５に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１５６に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｏ）配列番号１５９に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１６０に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｐ）配列番号１６３に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１６４に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｑ）配列番号１６７に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、および配列番号１６８に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１、
ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｒ）配列番号１７１に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１７２に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｓ）配列番号１７５に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１７６に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｔ）配列番号１７９に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１８０に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｕ）配列番号１８３に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１８４に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｖ）配列番号１８７に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１８８に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｗ）配列番号１９１に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１９２に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｘ）配列番号１９５に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１９６に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｙ）配列番号１９９に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２００に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｂｚ）配列番号２０３に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２０４に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃａ）配列番号２０７に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２０８に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｂ）配列番号２１１に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２１２に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｃ）配列番号２１５に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２１６に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
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、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｄ）配列番号２１９に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２２０に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｅ）配列番号２２３に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２２４に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｆ）配列番号２２７に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２２８に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｇ）配列番号２３１に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２３２に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｈ）配列番号２３５に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２３６に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｉ）配列番号２３９に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２４０に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｊ）配列番号２４３に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２４４に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｋ）配列番号２４７に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２４８に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｌ）配列番号２５１に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２５２に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｍ）配列番号２５５に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２５６に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｎ）配列番号２５９に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２６０に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｏ）配列番号２６３に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２６４に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｐ）配列番号２６７に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２６８に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｑ）配列番号２７１に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２７２に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｒ）配列番号２７５に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２７６に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｓ）配列番号２７９に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２８０に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｔ）配列番号２８３に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
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Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２８４に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｕ）配列番号２８７に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２８８に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｖ）配列番号２９１に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２９２に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；
　（ｃｗ）配列番号３０３に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号３０４に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域；または
　（ｃｘ）配列番号２９５に記載の軽鎖可変領域配列のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤ
Ｒ３を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２９６に記載の重鎖可変領域配列のＣＤＲ１
、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３を含む重鎖可変領域
を含む、抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項３】
　（ａａ）配列番号３に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号４に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一
性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｂ）配列番号７に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号８に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一
性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｃ）配列番号１１に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１２に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｄ）配列番号２９９に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号３００に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｅ）配列番号１５に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１６に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｆ）配列番号１９に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２０に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｇ）配列番号２３に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２４に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｈ）配列番号２７に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２８に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｉ）配列番号３１に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号３２に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｊ）配列番号３５に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号３６に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｋ）配列番号３９に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号４０に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｌ）配列番号４３に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
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配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号４４に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｍ）配列番号４７に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号４８に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｎ）配列番号５１に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号５２に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｏ）配列番号５５に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号５６に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｐ）配列番号５９に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号６０に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｑ）配列番号６３に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号６４に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｒ）配列番号６７に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号６８に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｓ）配列番号７１に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号７２に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｔ）配列番号７５に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号７６に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｕ）配列番号７９に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号８０に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｖ）配列番号８３に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号８４に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｗ）配列番号８７に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号８８に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｘ）配列番号９１に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号９２に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｙ）配列番号９５に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号９６に記載の配列と少なくとも約９０％配列
同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｚ）配列番号９９に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１００に記載の配列と少なくとも約９０％配
列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂａ）配列番号１０３に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１０４に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｂ）配列番号１０７に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１０８に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
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　（ｂｃ）配列番号１１１に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１１２に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｄ）配列番号１１５に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１１６に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｅ）配列番号１１９に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１２０に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｆ）配列番号１２３に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１２４に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｇ）配列番号１２７に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１２８に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｈ）配列番号１３１に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１３２に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｉ）配列番号１３５に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１３６に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｊ）配列番号１３９に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１４０に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｋ）配列番号１４３に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１４４に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｌ）配列番号１４７に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１４８に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｍ）配列番号１５１に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１５２に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｎ）配列番号１５５に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１５６に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｏ）配列番号１５９に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１６０に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｐ）配列番号１６３に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１６４に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｑ）配列番号１６７に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１６８に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｒ）配列番号１７１に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１７２に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｓ）配列番号１７５に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１７６に記載の配列と少なくとも約９０％
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配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｔ）配列番号１７９に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１８０に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｕ）配列番号１８３に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１８４に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｖ）配列番号１８７に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１８８に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｗ）配列番号１９１に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１９２に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｘ）配列番号１９５に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号１９６に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｙ）配列番号１９９に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２００に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｚ）配列番号２０３に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２０４に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃａ）配列番号２０７に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２０８に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｂ）配列番号２１１に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２１２に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｃ）配列番号２１５に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２１６に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｄ）配列番号２１９に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２２０に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｅ）配列番号２２３に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２２４に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｆ）配列番号２２７に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２２８に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｇ）配列番号２３１に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２３２に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｈ）配列番号２３５に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２３６に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｉ）配列番号２３９に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２４０に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｊ）配列番号２４３に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
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酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２４４に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｋ）配列番号２４７に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２４８に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｌ）配列番号２５１に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２５２に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｍ）配列番号２５５に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２５６に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｎ）配列番号２５９に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２６０に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｏ）配列番号２６３に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２６４に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｐ）配列番号２６７に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２６８に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｑ）配列番号２７１に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２７２に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｒ）配列番号２７５に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２７６に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｓ）配列番号２７９に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２８０に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｔ）配列番号２８３に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２８４に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｕ）配列番号２８７に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２８８に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｖ）配列番号２９１に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２９２に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｗ）配列番号３０３に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号３０４に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；または
　（ｃｘ）配列番号２９５に記載の配列と少なくとも約９０％配列同一性を有するアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに配列番号２９６に記載の配列と少なくとも約９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域
を含む、請求項１または請求項２に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項４】
　（ａａ）配列番号３に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号４に記
載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｂ）配列番号７に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号８に記
載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
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　（ａｃ）配列番号１１に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１２
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｄ）配列番号２９９に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号３
００に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｅ）配列番号１５に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１６
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｆ）配列番号１９に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２０
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｇ）配列番号２３に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２４
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｈ）配列番号２７に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２８
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｉ）配列番号３１に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号３２
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｊ）配列番号３５に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号３６
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｋ）配列番号３９に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号４０
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｌ）配列番号４３に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号４４
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｍ）配列番号４７に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号４８
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｎ）配列番号５１に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号５２
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｏ）配列番号５５に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号５６
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｐ）配列番号５９に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号６０
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｑ）配列番号６３に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号６４
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｒ）配列番号６７に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号６８
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｓ）配列番号７１に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号７２
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｔ）配列番号７５に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号７６
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｕ）配列番号７９に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号８０
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｖ）配列番号８３に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号８４
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｗ）配列番号８７に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号８８
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｘ）配列番号９１に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号９２
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｙ）配列番号９５に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号９６
に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ａｚ）配列番号９９に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１０
０に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂａ）配列番号１０３に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
０４に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
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　（ｂｂ）配列番号１０７に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
０８に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｃ）配列番号１１１に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
１２に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｄ）配列番号１１５に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
１６に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｅ）配列番号１１９に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
２０に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｆ）配列番号１２３に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
２４に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｇ）配列番号１２７に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
２８に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｈ）配列番号１３１に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
３２に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｉ）配列番号１３５に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
３６に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｊ）配列番号１３９に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
４０に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｋ）配列番号１４３に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
４４に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｌ）配列番号１４７に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
４８に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｍ）配列番号１５１に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
５２に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｎ）配列番号１５５に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
５６に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｏ）配列番号１５９に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
６０に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｐ）配列番号１６３に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
６４に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｑ）配列番号１６７に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
６８に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｒ）配列番号１７１に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
７２に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｓ）配列番号１７５に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
７６に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｔ）配列番号１７９に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
８０に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｕ）配列番号１８３に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
８４に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｖ）配列番号１８７に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
８８に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｗ）配列番号１９１に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
９２に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｘ）配列番号１９５に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号１
９６に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｙ）配列番号１９９に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
００に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｂｚ）配列番号２０３に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
０４に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
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　（ｃａ）配列番号２０７に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
０８に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｂ）配列番号２１１に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
１２に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｃ）配列番号２１５に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
１６に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｄ）配列番号２１９に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
２０に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｅ）配列番号２２３に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
２４に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｆ）配列番号２２７に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
２８に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｇ）配列番号２３１に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
３２に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｈ）配列番号２３５に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
３６に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｉ）配列番号２３９に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
４０に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｊ）配列番号２４３に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
４４に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｋ）配列番号２４７に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
４８に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｌ）配列番号２５１に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
５２に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｍ）配列番号２５５に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
５６に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｎ）配列番号２５９に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
６０に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｏ）配列番号２６３に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
６４に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｐ）配列番号２６７に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
６８に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｑ）配列番号２７１に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
７２に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｒ）配列番号２７５に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
７６に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｓ）配列番号２７９に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
８０に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｔ）配列番号２８３に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
８４に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｕ）配列番号２８７に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
８８に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｖ）配列番号２９１に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
９２に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
　（ｃｗ）配列番号３０３に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号３
０４に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；または
　（ｃｘ）配列番号２９５に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、および配列番号２
９６に記載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域
を含む、請求項１から３までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項５】
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　それぞれ配列番号３１８、３１９、および４１９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、および
ＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域；ならびにそれぞれ配列番号４１１、４１２、および４
６３に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域を含む、請求
項１から３までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項６】
　それぞれ配列番号３１８、３１９、および５３１に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、および
ＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域；ならびにそれぞれ配列番号５１５、５１６、および５
１７に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域を含む、請求
項１から３までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項７】
　それぞれ配列番号５３３、５３４、および５３５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、および
ＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域；ならびにそれぞれ配列番号４０３、４０４、および５
３２に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域を含む、請求
項１から３までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項８】
　それぞれ配列番号５４４、４４８、および５４５に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、および
ＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域；ならびにそれぞれ配列番号４１１、４１２、および５
４３に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域を含む、請求
項１から３までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項９】
　それぞれ配列番号５７１、５７２、および５７３に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、および
ＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域；ならびにそれぞれ配列番号３７２、４７５、および５
７０に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域を含む、請求
項１から３までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項１０】
　それぞれ配列番号３２９、３３０、および４４３に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、および
ＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域；ならびにそれぞれ配列番号４４０、４４１、および４
４２に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域を含む、請求
項１から３までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項１１】
　それぞれ配列番号４９０、３１３、および４９１に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、および
ＣＤＲ３配列を含む軽鎖可変領域；ならびにそれぞれ配列番号３０９、３１０、および４
８９に記載のＣＤＲ１、ＣＤＲ２、およびＣＤＲ３配列を含む重鎖可変領域を含む、請求
項１から３までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項１２】
　配列番号１４３に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；および配列番号１４４に記
載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域を含む、請求項１から５までのいずれか一項に記載
の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項１３】
　配列番号２１５に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；および配列番号２１６に記
載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域を含む、請求項１から４までおよび６のいずれか一
項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項１４】
　配列番号２１９に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；および配列番号２２０に記
載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域を含む、請求項１から４までおよび７のいずれか一
項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項１５】
　配列番号２３５に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；および配列番号２３６に記
載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域を含む、請求項１から４までおよび８のいずれか一
項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
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【請求項１６】
　配列番号２６７に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；および配列番号２６８に記
載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域を含む、請求項１から４までおよび９のいずれか一
項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項１７】
　配列番号１１５に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；および配列番号１１６に記
載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域を含む、請求項１から４までおよび１０のいずれか
一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項１８】
　配列番号１７１に記載のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；および配列番号１７２に記
載のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域を含む、請求項１から４までおよび１１のいずれか
一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項１９】
　前記抗体の抗原結合性断片が、Ｆａｂ、Ｆａｂ’、Ｆ（ａｂ’）２、Ｆｖまたは単鎖Ｆ
ｖ（ｓｃＦｖ）である、請求項１から１８までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗
原結合性断片。
【請求項２０】
　前記抗体または抗原結合性断片が、前記重鎖可変領域と前記軽鎖可変領域との間に配置
されたリンカーを含む、請求項１から１９までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗
原結合性断片。
【請求項２１】
　前記抗体またはその抗原結合性断片が、ｓｃＦｖである、請求項１から２０までのいず
れか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項２２】
　配列番号５９４、配列番号５９６、配列番号５９８、配列番号６００、配列番号６０２
、配列番号６０４、配列番号６０６、配列番号６０８、配列番号６１０、配列番号６１２
、配列番号６１４、配列番号６１６、配列番号６１８、配列番号６２０、配列番号６２２
、配列番号６２４、配列番号６２６、配列番号６２８、配列番号６３０、配列番号６３２
、配列番号６３４、配列番号６３６、配列番号６３８、配列番号６４０、配列番号６４２
、配列番号６４４、配列番号６４６、配列番号６４８、配列番号６５０、配列番号６５２
、配列番号６５４、配列番号６５６、配列番号６５８、配列番号６６０、配列番号６６２
、配列番号６６４、配列番号６６６、配列番号６６８、配列番号６７０、配列番号６７２
、配列番号６７４、配列番号６７６、配列番号６７８、配列番号６８０、配列番号６８２
、配列番号６８４、配列番号６８６、配列番号６８８、配列番号６９０、配列番号６９２
、配列番号６９４、配列番号６９６、配列番号６９８、配列番号７００、配列番号７０２
、配列番号７０４、配列番号７０６、配列番号７０８、配列番号７１０、配列番号７１２
、配列番号７１４、配列番号７１６、配列番号７１８、配列番号７２０、配列番号７２２
、配列番号７２４、配列番号７２６、配列番号７２８、配列番号７３０、配列番号７３２
、配列番号７３４、配列番号７３６、配列番号７３８、配列番号７４０、配列番号７４２
または配列番号７４４を含む、請求項１から４までおよび１９から２１までのいずれか一
項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項２３】
　配列番号６５０、配列番号６６４、配列番号６７８、配列番号７００、配列番号７０２
、配列番号７１０または配列番号７２６を含む、請求項１から４までおよび１９から２２
までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項２４】
　配列番号６６４に記載のアミノ酸配列を含む、請求項１から５まで、１２および１９か
ら２３までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項２５】
　配列番号７００に記載のアミノ酸配列を含む、請求項１から４まで、６、１３および１
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９から２３までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項２６】
　配列番号７０２に記載のアミノ酸配列を含む、請求項１から４まで、７、１４および１
９から２３までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項２７】
　配列番号７１０に記載のアミノ酸配列を含む、請求項１から４まで、８、１５および１
９から２３までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項２８】
　配列番号７２６に記載のアミノ酸配列を含む、請求項１から４まで、９、１６および１
９から２３までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項２９】
　配列番号６５０に記載のアミノ酸配列を含む、請求項１から４まで、１０、１７および
１９から２３までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項３０】
　配列番号６７８に記載のアミノ酸配列を含む、請求項１から４まで、１１、１８および
１９から２３までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項３１】
　前記抗体が、ヒト可変領域フレームワーク領域を含む、請求項１から３０までのいずれ
か一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項３２】
　完全ヒト抗体またはその抗原結合性断片である、請求項１から３０までのいずれか一項
に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項３３】
　キメラ抗体またはその抗原結合性断片である、請求項１から３０までのいずれか一項に
記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項３４】
　ヒト化抗体またはその抗原結合性断片である、請求項１から３０までのいずれか一項に
記載の抗体またはその抗原結合性部分。
【請求項３５】
　前記ｓｃＦｖ、ＦａｂおよびＦ（ａｂ’）２のうちの１つまたは複数が融合タンパク質
に含まれる、請求項１９から３０までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性
断片。
【請求項３６】
　配列番号８０２、配列番号８１６、配列番号８３０、配列番号８５２、配列番号８５４
、配列番号８６２または配列番号８７８に記載の配列を含む、請求項３５に記載の抗体ま
たはその抗原結合性断片。
【請求項３７】
　前記抗体またはその抗原結合性断片が、ＦｃＲＬ５に、約１×１０－１１Ｍから約１×
１０－７Ｍの結合親和性（Ｋｄ）で結合する、請求項１から３６までのいずれか一項に記
載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項３８】
　前記抗体またはその抗原結合性断片が、ＦｃＲＬ５のドメイン７、ドメイン８またはド
メイン９に、約１×１０－９Ｍから約１×１０－７Ｍの結合親和性（Ｋｄ）で結合する、
請求項１から３７までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項３９】
　前記ＦｃＲＬ５が、配列番号８９９に記載のアミノ酸配列を含む；および／あるいは
　前記抗体またはその抗原結合性断片が、配列番号９１５または配列番号９１６を含むエ
ピトープに結合する、請求項１から３８までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原
結合性断片。
【請求項４０】
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　請求項１から３９までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片と、薬学
的に許容される担体とを含む組成物。
【請求項４１】
　治療剤と連結した請求項１から３９までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結
合性断片を含む免疫コンジュゲート。
【請求項４２】
　前記治療剤が、薬物、細胞毒、または放射性同位元素である、請求項４１に記載の免疫
コンジュゲート。
【請求項４３】
　請求項４１または４２に記載の免疫コンジュゲートと、薬学的に許容される担体とを含
む組成物。
【請求項４４】
　第２の機能性部分と連結した請求項１から３９までのいずれか一項に記載の抗体または
その抗原結合性断片を含む二重特異性分子。
【請求項４５】
　前記第２の機能性部分が、前記抗体またはその抗原結合性断片とは異なる結合特異性を
有する、請求項４４に記載の二重特異性分子。
【請求項４６】
　前記第２の機能性部分が、免疫細胞に対する結合特異性を有する、請求項４４に記載の
二重特異性分子。
【請求項４７】
　前記第２の機能性部分が、ＣＤ３に対する結合特異性を有する、請求項４４に記載の二
重特異性分子。
【請求項４８】
　請求項４４から４７までのいずれか一項に記載の二重特異性分子と、薬学的に許容され
る担体とを含む組成物。
【請求項４９】
　請求項１から３９までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片をコード
する、核酸分子。
【請求項５０】
　請求項４９に記載の核酸分子を含む発現ベクター。
【請求項５１】
　請求項５０に記載の発現ベクターを含む宿主細胞。
【請求項５２】
　全細胞または組織中のＦｃ受容体様５（ＦｃＲＬ５）を検出するための方法であって、
　ｉ．細胞または組織を請求項１から３９までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗
原結合性断片と接触させるステップであり、該抗体またはその抗原結合性断片が検出可能
な標識を含むステップと、
　ｉｉ．該細胞または組織に付随する検出可能な標識の量を測定することによって該細胞
または組織に結合した標識された抗体またはその抗原結合性断片の量を決定するステップ
であり、結合した抗体またはその抗原結合性断片の量により、該細胞または組織中のＦｃ
ＲＬ５の量が示されるステップと
を含む方法。
【請求項５３】
　被験体におけるがんの処置において使用するための、請求項１から３９までのいずれか
一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片を含む組成物。
【請求項５４】
　がんの処置のための医薬の製造における使用のための、請求項１から３９までのいずれ
か一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片を含む組成物。
【請求項５５】
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　前記がんが多発性骨髄腫、非ホジキンリンパ腫、マントル細胞リンパ腫、ホジキンリン
パ腫、慢性リンパ球性白血病（ＣＬＬ）、急性リンパ球性白血病（ＡＬＬ）、ヘアリー細
胞白血病、バーキットリンパ腫、またはワルデンシュトレームマクログロブリン血症であ
る、請求項５３または５４に記載の組成物。
【請求項５６】
　前記がんが多発性骨髄腫である、請求項５３から５５までのいずれか一項に記載の組成
物。
【請求項５７】
　前記処置が前記がん細胞の数を減少させる、請求項５３、５５および５６のいずれか一
項に記載の組成物。
【請求項５８】
　前記処置が前記腫瘍のサイズを縮小させる、請求項５３、５５および５６のいずれか一
項に記載の組成物。
【請求項５９】
　前記処置が前記被験体における前記がんを根絶する、請求項５３、５５および５６のい
ずれか一項に記載の組成物。
【請求項６０】
　前記被験体がヒトである、請求項５３および５５から５９までのいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項６１】
　がんの処置のための医薬の製造における、請求項１から３９までのいずれか一項に記載
の抗体またはその抗原結合性断片の使用。
【請求項６２】
　前記がんが多発性骨髄腫、非ホジキンリンパ腫、マントル細胞リンパ腫、ホジキンリン
パ腫、慢性リンパ球性白血病（ＣＬＬ）、急性リンパ球性白血病（ＡＬＬ）、ヘアリー細
胞白血病、バーキットリンパ腫、またはワルデンシュトレームマクログロブリン血症であ
る、請求項６１に記載の使用。
【請求項６３】
　前記がんが多発性骨髄腫である、請求項６１または６２に記載の使用。
【請求項６４】
　請求項１から３９までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片を含む、
抗がん組成物。
【請求項６５】
　請求項１から３９までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片を含む、
がんを処置するためのキット。
【請求項６６】
　がんを有する被験体を処置するための前記抗体またはその抗原結合性断片の使用に関す
る使用説明書をさらに含む、請求項６５に記載のキット。
【請求項６７】
　前記がんが多発性骨髄腫、非ホジキンリンパ腫、マントル細胞リンパ腫、ホジキンリン
パ腫、慢性リンパ球性白血病（ＣＬＬ）、急性リンパ球性白血病（ＡＬＬ）、ヘアリー細
胞白血病、バーキットリンパ腫またはワルデンシュトレームマクログロブリン血症である
、請求項６５または６６に記載のキット。
【請求項６８】
　前記がんが多発性骨髄腫である、請求項６５から６７までのいずれか一項に記載のキッ
ト。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００６】
　種々の非限定的な実施形態では、本開示の主題は、ヒトＦｃＲＬ５に特異的に結合する
抗体、特に抗体の可変領域、ならびに前記抗体および可変領域をコードする核酸、前記核
酸を含むベクターおよび前記抗体を作製する方法を提供する。本開示の主題は、本開示の
抗ＦｃＲＬ５抗体を含む医薬組成物および処置方法をさらに提供する。７６種の抗体、な
らびに競合的に結合する抗体が提供される。
　特定の実施形態では、例えば、以下が提供される：
（項目１）
　単離された抗ＦｃＲＬ５抗体またはその抗原結合性断片であって、
　ｉ．配列番号３、配列番号７、配列番号１１、配列番号１５、配列番号１９、配列番号
２３、配列番号２７、配列番号３１、配列番号３５、配列番号３９、配列番号４３、配列
番号４７、配列番号５１、配列番号５５、配列番号５９、配列番号６３、配列番号６７、
配列番号７１、配列番号７５、配列番号７９、配列番号８３、配列番号８７、配列番号９
１、配列番号９５、配列番号９９、配列番号１０３、配列番号１０７、配列番号１１１、
配列番号１１５、配列番号１１９、配列番号１２３、配列番号１２７、配列番号１３１、
配列番号１３５、配列番号１３９、配列番号１４３、配列番号１４７、配列番号１５１、
配列番号１５５、配列番号１５９、配列番号１６３、配列番号１６７、配列番号１７１、
配列番号１７５、配列番号１７９、配列番号１８３、配列番号１８７、配列番号１９１、
配列番号１９５、配列番号１９９、配列番号２０３、配列番号２０７、配列番号２１１、
配列番号２１５、配列番号２１９、配列番号２２３、配列番号２２７、配列番号２３１、
配列番号２３５、配列番号２３９、配列番号２４３、配列番号２４７、配列番号２５１、
配列番号２５５、配列番号２５９、配列番号２６３、配列番号２６７、配列番号２７１、
配列番号２７５、配列番号２７９、配列番号２８３、配列番号２８７、配列番号２９１、
配列番号２９５、配列番号２９９および配列番号３０３からなる群から選択されるアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに
　ｉｉ．配列番号４、配列番号８、配列番号１２、配列番号１６、配列番号２０、配列番
号２４、配列番号２８、配列番号３２、配列番号３６、配列番号４０、配列番号４４、配
列番号４８、配列番号５２、配列番号５６、配列番号６０、配列番号６４、配列番号６８
、配列番号７２、配列番号７６、配列番号８０、配列番号８４、配列番号８８、配列番号
９２、配列番号９６、配列番号１００、配列番号１０４、配列番号１０８、配列番号１１
２、配列番号１１６、配列番号１２０、配列番号１２４、配列番号１２８、配列番号１３
２、配列番号１３６、配列番号１４０、配列番号１４４、配列番号１４８、配列番号１５
２、配列番号１５６、配列番号１６０、配列番号１６４、配列番号１６８、配列番号１７
２、配列番号１７６、配列番号１８０、配列番号１８４、配列番号１８８、配列番号１９
２、配列番号１９６、配列番号２００、配列番号２０４、配列番号２０８、配列番号２１
２、配列番号２１６、配列番号２２０、配列番号２２４、配列番号２２８、配列番号２３
２、配列番号２３６、配列番号２４０、配列番号２４４、配列番号２４８、配列番号２５
２、配列番号２５６、配列番号２６０、配列番号２６４、配列番号２６８、配列番号２７
２、配列番号２７６、配列番号２８０、配列番号２８４、配列番号２８８、配列番号２９
２、配列番号２９６、配列番号３００および配列番号３０４からなる群から選択されるア
ミノ酸配列を含む重鎖可変領域
を含み、該抗体またはその抗原結合性部分は、ＦｃＲＬ５ポリペプチドに結合する、抗Ｆ
ｃＲＬ５抗体またはその抗原結合性断片。
（項目２）
　単離された抗ＦｃＲＬ５抗体またはその抗原結合性断片であって、
　ｉ．配列番号３、配列番号７、配列番号１１、配列番号１５、配列番号１９、配列番号
２３、配列番号２７、配列番号３１、配列番号３５、配列番号３９、配列番号４３、配列
番号４７、配列番号５１、配列番号５５、配列番号５９、配列番号６３、配列番号６７、
配列番号７１、配列番号７５、配列番号７９、配列番号８３、配列番号８７、配列番号９
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１、配列番号９５、配列番号９９、配列番号１０３、配列番号１０７、配列番号１１１、
配列番号１１５、配列番号１１９、配列番号１２３、配列番号１２７、配列番号１３１、
配列番号１３５、配列番号１３９、配列番号１４３、配列番号１４７、配列番号１５１、
配列番号１５５、配列番号１５９、配列番号１６３、配列番号１６７、配列番号１７１、
配列番号１７５、配列番号１７９、配列番号１８３、配列番号１８７、配列番号１９１、
配列番号１９５、配列番号１９９、配列番号２０３、配列番号２０７、配列番号２１１、
配列番号２１５、配列番号２１９、配列番号２２３、配列番号２２７、配列番号２３１、
配列番号２３５、配列番号２３９、配列番号２４３、配列番号２４７、配列番号２５１、
配列番号２５５、配列番号２５９、配列番号２６３、配列番号２６７、配列番号２７１、
配列番号２７５、配列番号２７９、配列番号２８３、配列番号２８７、配列番号２９１、
配列番号２９５、配列番号２９９、配列番号３０３およびその保存的改変からなる群から
選択されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに
　ｉｉ．配列番号４、配列番号８、配列番号１２、配列番号１６、配列番号２０、配列番
号２４、配列番号２８、配列番号３２、配列番号３６、配列番号４０、配列番号４４、配
列番号４８、配列番号５２、配列番号５６、配列番号６０、配列番号６４、配列番号６８
、配列番号７２、配列番号７６、配列番号８０、配列番号８４、配列番号８８、配列番号
９２、配列番号９６、配列番号１００、配列番号１０４、配列番号１０８、配列番号１１
２、配列番号１１６、配列番号１２０、配列番号１２４、配列番号１２８、配列番号１３
２、配列番号１３６、配列番号１４０、配列番号１４４、配列番号１４８、配列番号１５
２、配列番号１５６、配列番号１６０、配列番号１６４、配列番号１６８、配列番号１７
２、配列番号１７６、配列番号１８０、配列番号１８４、配列番号１８８、配列番号１９
２、配列番号１９６、配列番号２００、配列番号２０４、配列番号２０８、配列番号２１
２、配列番号２１６、配列番号２２０、配列番号２２４、配列番号２２８、配列番号２３
２、配列番号２３６、配列番号２４０、配列番号２４４、配列番号２４８、配列番号２５
２、配列番号２５６、配列番号２６０、配列番号２６４、配列番号２６８、配列番号２７
２、配列番号２７６、配列番号２８０、配列番号２８４、配列番号２８８、配列番号２９
２、配列番号２９６、配列番号３００、配列番号３０４およびその保存的改変からなる群
から選択されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域
を含み、該抗体またはその抗原結合性部分は、ＦｃＲＬ５ポリペプチドに結合する、抗Ｆ
ｃＲＬ５抗体またはその抗原結合性断片。
（項目３）
　単離された抗ＦｃＲＬ５抗体またはその抗原結合性断片であって、
　ｉ．配列番号３、配列番号７、配列番号１１、配列番号１５、配列番号１９、配列番号
２３、配列番号２７、配列番号３１、配列番号３５、配列番号３９、配列番号４３、配列
番号４７、配列番号５１、配列番号５５、配列番号５９、配列番号６３、配列番号６７、
配列番号７１、配列番号７５、配列番号７９、配列番号８３、配列番号８７、配列番号９
１、配列番号９５、配列番号９９、配列番号１０３、配列番号１０７、配列番号１１１、
配列番号１１５、配列番号１１９、配列番号１２３、配列番号１２７、配列番号１３１、
配列番号１３５、配列番号１３９、配列番号１４３、配列番号１４７、配列番号１５１、
配列番号１５５、配列番号１５９、配列番号１６３、配列番号１６７、配列番号１７１、
配列番号１７５、配列番号１７９、配列番号１８３、配列番号１８７、配列番号１９１、
配列番号１９５、配列番号１９９、配列番号２０３、配列番号２０７、配列番号２１１、
配列番号２１５、配列番号２１９、配列番号２２３、配列番号２２７、配列番号２３１、
配列番号２３５、配列番号２３９、配列番号２４３、配列番号２４７、配列番号２５１、
配列番号２５５、配列番号２５９、配列番号２６３、配列番号２６７、配列番号２７１、
配列番号２７５、配列番号２７９、配列番号２８３、配列番号２８７、配列番号２９１、
配列番号２９５、配列番号２９９および配列番号３０３からなる群から選択されるアミノ
酸配列と少なくとも８０％、８１％、８２％、８３％、８４％、８５％、８６％、８７％
、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％
、９８％または９９％相同であるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに
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　ｉｉ．配列番号４、配列番号８、配列番号１２、配列番号１６、配列番号２０、配列番
号２４、配列番号２８、配列番号３２、配列番号３６、配列番号４０、配列番号４４、配
列番号４８、配列番号５２、配列番号５６、配列番号６０、配列番号６４、配列番号６８
、配列番号７２、配列番号７６、配列番号８０、配列番号８４、配列番号８８、配列番号
９２、配列番号９６、配列番号１００、配列番号１０４、配列番号１０８、配列番号１１
２、配列番号１１６、配列番号１２０、配列番号１２４、配列番号１２８、配列番号１３
２、配列番号１３６、配列番号１４０、配列番号１４４、配列番号１４８、配列番号１５
２、配列番号１５６、配列番号１６０、配列番号１６４、配列番号１６８、配列番号１７
２、配列番号１７６、配列番号１８０、配列番号１８４、配列番号１８８、配列番号１９
２、配列番号１９６、配列番号２００、配列番号２０４、配列番号２０８、配列番号２１
２、配列番号２１６、配列番号２２０、配列番号２２４、配列番号２２８、配列番号２３
２、配列番号２３６、配列番号２４０、配列番号２４４、配列番号２４８、配列番号２５
２、配列番号２５６、配列番号２６０、配列番号２６４、配列番号２６８、配列番号２７
２、配列番号２７６、配列番号２８０、配列番号２８４、配列番号２８８、配列番号２９
２、配列番号２９６、配列番号３００および配列番号３０４からなる群から選択されるア
ミノ酸配列と少なくとも８０％、８１％、８２％、８３％、８４％、８５％、８６％、８
７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９
７％、９８％または９９％相同であるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域
を含み、該抗体またはその抗原結合性部分は、ＦｃＲＬ５ポリペプチドに結合する、抗Ｆ
ｃＲＬ５抗体またはその抗原結合性断片。
（項目４）
　重鎖可変領域および軽鎖可変領域を含む、単離された抗ＦｃＲＬ５抗体またはその抗原
結合性断片であって、該重鎖可変領域および該軽鎖可変領域は、
　ｉ．配列番号３に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列番号４
に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｉｉ．配列番号７に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列番号
８に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｉｉｉ．配列番号１１に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列
番号１２に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｉｖ．配列番号１５に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列番
号１６に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｖ．配列番号１９に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列番号
２０に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｖｉ．配列番号２３に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列番
号２４に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｖｉｉ．配列番号２７に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列
番号２８に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｖｉｉｉ．配列番号３１に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配
列番号３２に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｉｘ．配列番号３５に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列番
号３６に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘ．配列番号３９に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列番号
４０に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｉ．配列番号４３に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列番
号４４に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｉｉ．配列番号４７に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列
番号４８に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｉｉｉ．配列番号５１に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配
列番号５２に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｉｖ．配列番号５５に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列
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番号５６に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｖ．配列番号５９に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列番
号６０に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｖｉ．配列番号６３に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列
番号６４に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｖｉｉ．配列番号６７に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配
列番号６８に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｖｉｉｉ．配列番号７１に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および
配列番号７２に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｉｘ．配列番号７５に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列
番号７６に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘ．配列番号７９に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列番
号８０に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘｉ．配列番号８３に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列
番号８４に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘｉｉ．配列番号８７に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配
列番号８８に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘｉｉｉ．配列番号９１に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および
配列番号９２に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘｉｖ．配列番号９５に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配
列番号９６に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘｖ．配列番号９９に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列
番号１００に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘｖｉ．配列番号１０３に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および
配列番号１０４に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘｖｉｉ．配列番号１０７に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、およ
び配列番号１０８に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘｖｉｉｉ．配列番号１１１に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、お
よび配列番号１１２に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘｉｘ．配列番号１１５に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および
配列番号１１６に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘｘ．配列番号１１９に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配
列番号１２０に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘｘｉ．配列番号１２３に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および
配列番号１２４に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘｘｉｉ．配列番号１２７に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、およ
び配列番号１２８に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘｘｉｉｉ．配列番号１３１に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、お
よび配列番号１３２に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘｘｉｖ．配列番号１３５に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、およ
び配列番号１３６に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘｘｖ．配列番号１３９に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および
配列番号１４０に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘｘｖｉ．配列番号１４３に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、およ
び配列番号１４４に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘｘｖｉｉ．配列番号１４７に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、お
よび配列番号１４８に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘｘｖｉｉｉ．配列番号１５１に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、
および配列番号１５２に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｘｘｉｘ．配列番号１５５に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、およ
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び配列番号１５６に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｌ．配列番号１５９に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列
番号１６０に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｌｉ．配列番号１６３に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配
列番号１６４に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｌｉｉ．配列番号１６７に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および
配列番号１６８に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｌｉｉｉ．配列番号１７１に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、およ
び配列番号１７２に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｌｉｖ．配列番号１７５に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および
配列番号１７６に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｌｖ．配列番号１７９に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配
列番号１８０に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｌｖｉ．配列番号１８３に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および
配列番号１８４に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｌｖｉｉ．配列番号１８７に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、およ
び配列番号１８８に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｌｖｉｉｉ．配列番号１９１に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、お
よび配列番号１９２に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｘｌｉｘ．配列番号１９５に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および
配列番号１９６に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌ．配列番号１９９に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および（ｂ）
配列番号２００に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域．
　ｌｉ．配列番号２０３に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列
番号２０４に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｉｉ．配列番号２０７に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配
列番号２０８に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｉｉｉ．配列番号２１１に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および
配列番号２１２に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｉｖ．配列番号２１５に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配
列番号２１６に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｖ．配列番号２１９に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列
番号２２０に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｖｉ．配列番号２２３に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配
列番号２２４に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｖｉｉ．配列番号２２７に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および
配列番号２２８に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｖｉｉｉ．配列番号２３１に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、およ
び配列番号２３２に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｉｘ．配列番号２３５に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配
列番号２３６に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘ．配列番号２３９に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配列
番号２４０に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘｉ．配列番号２４３に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配
列番号２４４に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘｉｉ．配列番号２４７に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および
配列番号２４８に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘｉｉｉ．配列番号２５１に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、およ
び配列番号２５２に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘｉｖ．配列番号２５５に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および
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配列番号２５６に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘｖ．配列番号２５９に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配
列番号２６０に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘｖｉ．配列番号２６３に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および
配列番号２６４に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘｖｉｉ．配列番号２６７に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、およ
び配列番号２６８に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘｖｉｉｉ．配列番号２７１に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、お
よび配列番号２７２に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘｉｘ．配列番号２７５に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および
配列番号２７６に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘｘ．配列番号２７９に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および配
列番号２８０に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘｘｉ．配列番号２８３に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および
配列番号２８４に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘｘｉｉ．配列番号２８７に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、およ
び配列番号２８８に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘｘｉｉｉ．配列番号２９１に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、お
よび配列番号２９２に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘｘｉｖ．配列番号２７９に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、およ
び配列番号２８０に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘｘｖ．配列番号２８３に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および
配列番号２８４に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘｘｖｉ．配列番号２８７に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、およ
び配列番号２８８に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘｘｖｉｉ．配列番号２９１に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、お
よび（ｂ）配列番号２９２に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘｘｖｉｉｉ．配列番号２９５に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、
および配列番号２９６に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；
　ｌｘｘｉｘ．配列番号２９９に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、およ
び配列番号３００に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域；ならびに
　ｌｘｘｘ．配列番号３０３に記載の配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域、および
配列番号３０４に記載の配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域
からなる群から選択される、抗ＦｃＲＬ５抗体またはその抗原結合性断片。
（項目５）
　ｉ．配列番号３１１、３１７、３２３、３２８、３３４、３３７、３４２、３４７、３
５１、３５６、３６２、３６８、３７４、３７６、３８０、３８４、３８９、３９４、３
９６、４００、４０５、４０８、４１２、４１５、４２２、４２７、４３２、４３７、４
４２、４４６、４５１、４５３、４５６、４５８、４５９、４６３、４６４、４６７、４
７３、４７６、４８２、４８６、４８９、４９２、４９４、４９７、５０２、５０７、５
１２、５１７、５２２、５２７、５２９、５３２、５３６、５３９、５４３、５４６、５
５０、５５３、５５５、５６１、５６７、５７０、５７４、５７７、５７８、５７９、５
８４、５７８、５８７および５９１からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む重鎖可
変領域ＣＤＲ３；ならびに
　ｉｉ．配列番号３１４、３２０、３２５、３３１、３３９、３４５、３５０、３５３、
３５９、３６５、３７１、３７７、３８３、３８６、３９２、３９５、３９９、４０２、
４０７、４１０、４１４、４１８、４１９、４２４、４３０、４３５、４３９、４４３、
４４９、４５２、４５５、４５７、４６２、４６５、４７０、４７９、４８５、４８８、
４９１、４９３、４９５、４９９、５０５、５０９、５１４、５１９、５２４、５２８、
５３０、５３１、５３５、５４１、５４２、５４５、５４９、５５４、５５８、５６４、
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５６９、５７３、５７６、５８１および５９２からなる群から選択されるアミノ酸配列を
含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３
を含み、ＦｃＲＬ５に特異的に結合する、抗体またはその抗原結合性断片。
（項目６）
　ｉ．配列番号３０９、３１５、３２１、３２６、３３２、３３５、３４０、３４６、３
５４、３６０、３６６、３７２、３７８、３８７、３９３、４０３、４１１、４２０、４
２５、４３６、４４０、４４４、４７１、４８０、５００、５１０、５１５、５２０、５
２５、５３７、５５１、５５９、５６５、５８２および５８９からなる群から選択される
アミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；
　ｉｉ．配列番号３１０、３１６、３２２、３２７、３３３、３３６、３４１、３５５、
３６１、３６７、３７３、３７９、３８８、４０４、４１２、４２１、４２６、４３１、
４４１、４４５、４５０、４６６、４７２、４７５、４８１、４９６、５０１、５０６、
５１１、５１６、５２１、５２６、５３８、５５２、５６０、５６６、５８３および５９
０からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；
　ｉｉｉ．配列番号３１１、３１７、３２３、３２８、３３４、３３７、３４２、３４７
、３５１、３５６、３６２、３６８、３７４、３７６、３８０、３８４、３８９、３９４
、３９６、４００、４０５、４０８、４１２、４１５、４２２、４２７、４３２、４３７
、４４２、４４６、４５１、４５３、４５６、４５８、４５９、４６３、４６４、４６７
、４７３、４７６、４８２、４８６、４８９、４９２、４９４、４９７、５０２、５０７
、５１２、５１７、５２２、５２７、５２９、５３２、５３６、５３９、５４３、５４６
、５５０、５５３、５５５、５６１、５６７、５７０、５７４、５７７、５７８、５７９
、５８４、５７８、５８７および５９１からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む重
鎖可変領域ＣＤＲ３；
　ｉｖ．配列番号３１２、３１８、３２４、３２９、３３８、３４３、３４８、３５２、
３５７、３６３、３６９、３８１、３９０、３９７、４０１、４０６、４１６、４２３、
４２８、４３３、４４７、４６０、４６８、４７４、４７７、４８３、４９０、４９８、
５０３、５０８、５１８、５３３、５４０、５４４、５４７、５５６、５６２、５６８、
５７１、５８０、５８５および５８８からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１；
　ｖ．配列番号３１３、３１９、３３０、３４４、３４９、３５８、３６４、３７０、３
８２、３８５、３９１、３９８、４０９、４１７、４２９、４３４、４３８、４４８、４
５４、４６１、４６９、４７８、４８４、４８７、５０４、５１３、５２３、５３４、４
２９、４４８、５４８、５５７、５６３、５７２、５７５および５８６からなる群から選
択されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；ならびに
　ｖｉ．配列番号３１４、３２０、３２５、３３１、３３９、３４５、３５０、３５３、
３５９、３６５、３７１、３７７、３８３、３８６、３９２、３９５、３９９、４０２、
４０７、４１０、４１４、４１８、４１９、４２４、４３０、４３５、４３９、４４３、
４４９、４５２、４５５、４５７、４６２、４６５、４７０、４７９、４８５、４８８、
４９１、４９３、４９５、４９９、５０５、５０９、５１４、５１９、５２４、５２８、
５３０、５３１、５３５、５４１、５４２、５４５、５４９、５５４、５５８、５６４、
５６９、５７３、５７６、５８１および５９２からなる群から選択されるアミノ酸配列を
含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３
を含み、ＦｃＲＬ５に特異的に結合する、単離された抗ＦｃＲＬ５抗体またはその抗原結
合性断片。
（項目７）
　（ｉ）配列番号４１１のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；（ｉｉ）配列番号
４１２のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；（ｉｉｉ）配列番号４６３のアミノ
酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；（ｉｖ）配列番号３１８のアミノ酸配列を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１；（ｖ）配列番号３１９のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
および（ｖｉ）配列番号４１９のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３を含む、単離
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された抗ＦｃＲＬ５抗体またはその抗原結合性断片。
（項目８）
　（ｉ）配列番号５１５のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；（ｉｉ）配列番号
５１６のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；（ｉｉｉ）配列番号５１７のアミノ
酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；（ｉｖ）配列番号３１８のアミノ酸配列を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１；（ｖ）配列番号３１９のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
および（ｖｉ）配列番号５３１のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３を含む、単離
された抗ＦｃＲＬ５抗体またはその抗原結合性断片。
（項目９）
　（ｉ）配列番号４０３のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；（ｉｉ）配列番号
４０４のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；（ｉｉｉ）配列番号５３２のアミノ
酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；（ｉｖ）配列番号５３３のアミノ酸配列を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１；（ｖ）配列番号５３４のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
および（ｖｉ）配列番号５３５のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３を含む、単離
された抗ＦｃＲＬ５抗体またはその抗原結合性断片。
（項目１０）
　（ｉ）配列番号４１１のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；（ｉｉ）配列番号
４１２のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；（ｉｉｉ）配列番号５４３のアミノ
酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；（ｉｖ）配列番号５４４のアミノ酸配列を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１；（ｖ）配列番号４４８のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
および（ｖｉ）配列番号５４５のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３を含む、単離
された抗ＦｃＲＬ５抗体またはその抗原結合性断片。
（項目１１）
　（ｉ）配列番号３７２のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；（ｉｉ）配列番号
４７５のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；（ｉｉｉ）配列番号５７０のアミノ
酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；（ｉｖ）配列番号５７１のアミノ酸配列を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１；（ｖ）配列番号５７２のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
および（ｖｉ）配列番号５７３のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３を含む、単離
された抗ＦｃＲＬ５抗体またはその抗原結合性断片。
（項目１２）
　（ｉ）配列番号４４０のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；（ｉｉ）配列番号
４４１のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；（ｉｉｉ）配列番号４４２のアミノ
酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；（ｉｖ）配列番号３２９のアミノ酸配列を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１；（ｖ）配列番号３３０のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
および（ｖｉ）配列番号４４３のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３を含む、単離
された抗ＦｃＲＬ５抗体またはその抗原結合性断片。
（項目１３）
　（ｉ）配列番号３０９のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；（ｉｉ）配列番号
３１０のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；（ｉｉｉ）配列番号４８９のアミノ
酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；（ｉｖ）配列番号４９０のアミノ酸配列を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１；（ｖ）配列番号３１３のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
および（ｖｉ）配列番号４９１のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３を含む、単離
された抗ＦｃＲＬ５抗体またはその抗原結合性断片。
（項目１４）
　ＣＤＲ配列のうちの１つまたは複数が、最大約５つのアミノ酸置換を有する、項目５か
ら１３までのいずれか一項に記載の単離された抗ＦｃＲＬ５抗体またはその抗原結合性断
片。
（項目１５）
　ＣＤＲ配列のうちの１つまたは複数が、最大約３つのアミノ酸置換を有する、項目５か
ら１３までのいずれか一項に記載の単離された抗ＦｃＲＬ５抗体またはその抗原結合性断
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片。
（項目１６）
　軽鎖可変領域、重鎖可変領域およびペプチドリンカーを含む単離された抗ＦｃＲＬ５　
ｓｃＦｖ抗体であって、配列番号５９４、５９６、５９８、６００、６０２、６０４、６
０６、６０８、６１０、６１２、６１４、６１６、６１８、６２０、６２２、６２４、６
２６、６２８、６３０、６３２、６３４、６３６、６３８、６４０、６４２、６４４、６
４６、６４８、６５０、６５２、６５４、６５６、６５８、６６０、６６２、６６４、６
６６、６６８、６７０、６７２、６７４、６７６、６７８、６８０、６８２、６８４、６
８６、６８８、６９０、６９２、６９４、６９６、６９８、７００、７０２、７０４、７
０６、７０８、７１０、７１２、７１４、７１６、７１８、７２０、７２２、７２４、７
２６、７２８、７３０、７３２、７３４、７３６、７３８、７４０、７４２および７４４
からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む、抗体。
（項目１７）
　軽鎖可変領域、重鎖可変領域およびペプチドリンカーを含む単離された抗ＦｃＲＬ５　
ｓｃＦｖ抗体であって、配列番号６５０、６６４、６７８、７００、７０２、７１０およ
び７２６からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む、抗体。
（項目１８）
　軽鎖可変領域、重鎖可変領域、ペプチドリンカーならびにＨｉｓタグおよびＨＡタグを
含む単離された抗ＦｃＲＬ５　ｓｃＦｖ抗体であって、配列番号８０２、８１６、８３０
、８５２、８５４、８６２および８７８からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む、
抗体。
（項目１９）
　ヒト可変領域フレームワーク領域を含む、項目１から１８までのいずれか一項に記載の
抗体またはその抗原結合性断片。
（項目２０）
　完全ヒト抗体またはその抗原結合性断片である、項目１から１８までのいずれか一項に
記載の抗体またはその抗原結合性断片。
（項目２１）
　キメラ抗体またはその抗原結合性断片である、項目１から１８までのいずれか一項に記
載の抗体またはその抗原結合性断片。
（項目２２）
　ヒト化抗体またはその抗原結合性断片である、項目１から１８までのいずれか一項に記
載の抗体またはその抗原結合性部分。
（項目２３）
　前記抗体の抗原結合性断片が、Ｆａｂ、Ｆａｂ’、Ｆ（ａｂ’）２、Ｆｖまたは単鎖Ｆ
ｖ（ｓｃＦｖ）である、項目１から２２までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原
結合性断片。
（項目２４）
　前記ＦｃＲＬ５が、配列番号８９９に記載のアミノ酸配列を含む、項目１から２３まで
のいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
（項目２５）
　配列番号９１５を含むエピトープに結合する、項目１から２４までのいずれか一項に記
載の抗体またはその抗原結合性断片。
（項目２６）
　配列番号９１６を含むエピトープに結合する、項目１から２４までのいずれか一項に記
載の抗体またはその抗原結合性断片。
（項目２７）
　項目１から２６までのいずれか一項に記載の単離された抗ＦｃＲＬ５抗体またはその抗
原結合性断片とＦｃＲＬ５への結合について交差競合する、単離された抗ＦｃＲＬ５抗体
またはその抗原結合性断片。
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（項目２８）
　項目１から２４までのいずれか一項に記載の単離された抗ＦｃＲＬ５抗体またはその抗
原結合性断片とＦｃＲＬ５のドメイン９への結合について交差競合する、単離された抗Ｆ
ｃＲＬ５抗体またはその抗原結合性断片。
（項目２９）
　参照抗体またはその参照抗原結合性部分とヒトＦｃＲＬ５への結合について交差競合す
る、単離された抗体またはその抗原結合性部分であって、該参照抗体またはその参照抗原
結合性部分は、
　ｉ．配列番号３、配列番号７、配列番号１１、配列番号１５、配列番号１９、配列番号
２３、配列番号２７、配列番号３１、配列番号３５、配列番号３９、配列番号４３、配列
番号４７、配列番号５１、配列番号５５、配列番号５９、配列番号６３、配列番号６７、
配列番号７１、配列番号７５、配列番号７９、配列番号８３、配列番号８７、配列番号９
１、配列番号９５、配列番号９９、配列番号１０３、配列番号１０７、配列番号１１１、
配列番号１１５、配列番号１１９、配列番号１２３、配列番号１２７、配列番号１３１、
配列番号１３５、配列番号１３９、配列番号１４３、配列番号１４７、配列番号１５１、
配列番号１５５、配列番号１５９、配列番号１６３、配列番号１６７、配列番号１７１、
配列番号１７５、配列番号１７９、配列番号１８３、配列番号１８７、配列番号１９１、
配列番号１９５、配列番号１９９、配列番号２０３、配列番号２０７、配列番号２１１、
配列番号２１５、配列番号２１９、配列番号２２３、配列番号２２７、配列番号２３１、
配列番号２３５、配列番号２３９、配列番号２４３、配列番号２４７、配列番号２５１、
配列番号２５５、配列番号２５９、配列番号２６３、配列番号２６７、配列番号２７１、
配列番号２７５、配列番号２７９、配列番号２８３、配列番号２８７、配列番号２９１、
配列番号２９５、配列番号２９９、配列番号３０３およびその保存的改変からなる群から
選択されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに
　ｉｉ．配列番号４、配列番号８、配列番号１２、配列番号１６、配列番号２０、配列番
号２４、配列番号２８、配列番号３２、配列番号３６、配列番号４０、配列番号４４、配
列番号４８、配列番号５２、配列番号５６、配列番号６０、配列番号６４、配列番号６８
、配列番号７２、配列番号７６、配列番号８０、配列番号８４、配列番号８８、配列番号
９２、配列番号９６、配列番号１００、配列番号１０４、配列番号１０８、配列番号１１
２、配列番号１１６、配列番号１２０、配列番号１２４、配列番号１２８、配列番号１３
２、配列番号１３６、配列番号１４０、配列番号１４４、配列番号１４８、配列番号１５
２、配列番号１５６、配列番号１６０、配列番号１６４、配列番号１６８、配列番号１７
２、配列番号１７６、配列番号１８０、配列番号１８４、配列番号１８８、配列番号１９
２、配列番号１９６、配列番号２００、配列番号２０４、配列番号２０８、配列番号２１
２、配列番号２１６、配列番号２２０、配列番号２２４、配列番号２２８、配列番号２３
２、配列番号２３６、配列番号２４０、配列番号２４４、配列番号２４８、配列番号２５
２、配列番号２５６、配列番号２６０、配列番号２６４、配列番号２６８、配列番号２７
２、配列番号２７６、配列番号２８０、配列番号２８４、配列番号２８８、配列番号２９
２、配列番号２９６、配列番号３００、配列番号３０４およびその保存的改変からなる群
から選択されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域
を含む、単離された抗体またはその抗原結合性部分。
（項目３０）
　参照抗体またはその参照抗原結合性部分とヒトＦｃＲＬ５への結合について交差競合す
る、単離された抗体またはその抗原結合性部分であって、該参照抗体またはその参照抗原
結合性部分は、
　ｉ．配列番号３０９、３１５、３２１、３２６、３３２、３３５、３４０、３４６、３
５４、３６０、３６６、３７２、３７８、３８７、３９３、４０３、４１１、４２０、４
２５、４３６、４４０、４４４、４７１、４８０、５００、５１０、５１５、５２０、５
２５、５３７、５５１、５５９、５６５、５８２および５８９からなる群から選択される
アミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；
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　ｉｉ．配列番号３１０、３１６、３２２、３２７、３３３、３３６、３４１、３５５、
３６１、３６７、３７３、３７９、３８８、４０４、４１２、４２１、４２６、４３１、
４４１、４４５、４５０、４６６、４７２、４７５、４８１、４９６、５０１、５０６、
５１１、５１６、５２１、５２６、５３８、５５２、５６０、５６６、５８３および５９
０からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；
　ｉｉｉ．配列番号３１１、３１７、３２３、３２８、３３４、３３７、３４２、３４７
、３５１、３５６、３６２、３６８、３７４、３７６、３８０、３８４、３８９、３９４
、３９６、４００、４０５、４０８、４１２、４１５、４２２、４２７、４３２、４３７
、４４２、４４６、４５１、４５３、４５６、４５８、４５９、４６３、４６４、４６７
、４７３、４７６、４８２、４８６、４８９、４９２、４９４、４９７、５０２、５０７
、５１２、５１７、５２２、５２７、５２９、５３２、５３６、５３９、５４３、５４６
、５５０、５５３、５５５、５６１、５６７、５７０、５７４、５７７、５７８、５７９
、５８４、５７８、５８７および５９１からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む重
鎖可変領域ＣＤＲ３；
　ｉｖ．配列番号３１２、３１８、３２４、３２９、３３８、３４３、３４８、３５２、
３５７、３６３、３６９、３８１、３９０、３９７、４０１、４０６、４１６、４２３、
４２８、４３３、４４７、４６０、４６８、４７４、４７７、４８３、４９０、４９８、
５０３、５０８、５１８、５３３、５４０、５４４、５４７、５５６、５６２、５６８、
５７１、５８０、５８５および５８８からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１；
　ｖ．配列番号３１３、３１９、３３０、３４４、３４９、３５８、３６４、３７０、３
８２、３８５、３９１、３９８、４０９、４１７、４２９、４３４、４３８、４４８、４
５４、４６１、４６９、４７８、４８４、４８７、５０４、５１３、５２３、５３４、４
２９、４４８、５４８、５５７、５６３、５７２、５７５および５８６からなる群から選
択されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；ならびに
　ｖｉ．配列番号３１４、３２０、３２５、３３１、３３９、３４５、３５０、３５３、
３５９、３６５、３７１、３７７、３８３、３８６、３９２、３９５、３９９、４０２、
４０７、４１０、４１４、４１８、４１９、４２４、４３０、４３５、４３９、４４３、
４４９、４５２、４５５、４５７、４６２、４６５、４７０、４７９、４８５、４８８、
４９１、４９３、４９５、４９９、５０５、５０９、５１４、５１９、５２４、５２８、
５３０、５３１、５３５、５４１、５４２、５４５、５４９、５５４、５５８、５６４、
５６９、５７３、５７６、５８１および５９２からなる群から選択されるアミノ酸配列を
含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３
を含む、単離された抗体またはその抗原結合性部分。
（項目３１）
　参照抗体またはその参照抗原結合性部分とヒトＦｃＲＬ５のドメイン９への結合につい
て交差競合する、単離された抗体またはその抗原結合性部分であって、該参照抗体または
その参照抗原結合性部分は、
　ｉ．配列番号３、配列番号７、配列番号１１、配列番号１５、配列番号１９、配列番号
２３、配列番号２７、配列番号３１、配列番号３５、配列番号３９、配列番号４３、配列
番号４７、配列番号５１、配列番号５５、配列番号５９、配列番号６３、配列番号６７、
配列番号７１、配列番号７５、配列番号７９、配列番号８３、配列番号８７、配列番号９
１、配列番号９５、配列番号９９、配列番号１０３、配列番号１０７、配列番号１１１、
配列番号１１５、配列番号１１９、配列番号１２３、配列番号１２７、配列番号１３１、
配列番号１３５、配列番号１３９、配列番号１４３、配列番号１４７、配列番号１５１、
配列番号１５５、配列番号１５９、配列番号１６３、配列番号１６７、配列番号１７１、
配列番号１７５、配列番号１７９、配列番号１８３、配列番号１８７、配列番号１９１、
配列番号１９５、配列番号１９９、配列番号２０３、配列番号２０７、配列番号２１１、
配列番号２１５、配列番号２１９、配列番号２２３、配列番号２２７、配列番号２３１、
配列番号２３５、配列番号２３９、配列番号２４３、配列番号２４７、配列番号２５１、
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配列番号２５５、配列番号２５９、配列番号２６３、配列番号２６７、配列番号２７１、
配列番号２７５、配列番号２７９、配列番号２８３、配列番号２８７、配列番号２９１、
配列番号２９５、配列番号２９９、配列番号３０３およびその保存的改変からなる群から
選択されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに
　ｉｉ．配列番号４、配列番号８、配列番号１２、配列番号１６、配列番号２０、配列番
号２４、配列番号２８、配列番号３２、配列番号３６、配列番号４０、配列番号４４、配
列番号４８、配列番号５２、配列番号５６、配列番号６０、配列番号６４、配列番号６８
、配列番号７２、配列番号７６、配列番号８０、配列番号８４、配列番号８８、配列番号
９２、配列番号９６、配列番号１００、配列番号１０４、配列番号１０８、配列番号１１
２、配列番号１１６、配列番号１２０、配列番号１２４、配列番号１２８、配列番号１３
２、配列番号１３６、配列番号１４０、配列番号１４４、配列番号１４８、配列番号１５
２、配列番号１５６、配列番号１６０、配列番号１６４、配列番号１６８、配列番号１７
２、配列番号１７６、配列番号１８０、配列番号１８４、配列番号１８８、配列番号１９
２、配列番号１９６、配列番号２００、配列番号２０４、配列番号２０８、配列番号２１
２、配列番号２１６、配列番号２２０、配列番号２２４、配列番号２２８、配列番号２３
２、配列番号２３６、配列番号２４０、配列番号２４４、配列番号２４８、配列番号２５
２、配列番号２５６、配列番号２６０、配列番号２６４、配列番号２６８、配列番号２７
２、配列番号２７６、配列番号２８０、配列番号２８４、配列番号２８８、配列番号２９
２、配列番号２９６、配列番号３００、配列番号３０４およびその保存的改変からなる群
から選択されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域
を含む、単離された抗体またはその抗原結合性部分。
（項目３２）
　参照抗体またはその参照抗原結合性部分とＦｃＲＬ５のドメイン８またはドメイン９へ
の結合について交差競合する、単離された抗体またはその抗原結合性部分であって、該参
照抗体またはその参照抗原結合性部分は、
　ｉ．配列番号３０９、３１５、３２１、３２６、３３２、３３５、３４０、３４６、３
５４、３６０、３６６、３７２、３７８、３８７、３９３、４０３、４１１、４２０、４
２５、４３６、４４０、４４４、４７１、４８０、５００、５１０、５１５、５２０、５
２５、５３７、５５１、５５９、５６５、５８２および５８９からなる群から選択される
アミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；
　ｉｉ．配列番号３１０、３１６、３２２、３２７、３３３、３３６、３４１、３５５、
３６１、３６７、３７３、３７９、３８８、４０４、４１２、４２１、４２６、４３１、
４４１、４４５、４５０、４６６、４７２、４７５、４８１、４９６、５０１、５０６、
５１１、５１６、５２１、５２６、５３８、５５２、５６０、５６６、５８３および５９
０からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；
　ｉｉｉ．配列番号３１１、３１７、３２３、３２８、３３４、３３７、３４２、３４７
、３５１、３５６、３６２、３６８、３７４、３７６、３８０、３８４、３８９、３９４
、３９６、４００、４０５、４０８、４１２、４１５、４２２、４２７、４３２、４３７
、４４２、４４６、４５１、４５３、４５６、４５８、４５９、４６３、４６４、４６７
、４７３、４７６、４８２、４８６、４８９、４９２、４９４、４９７、５０２、５０７
、５１２、５１７、５２２、５２７、５２９、５３２、５３６、５３９、５４３、５４６
、５５０、５５３、５５５、５６１、５６７、５７０、５７４、５７７、５７８、５７９
、５８４、５７８、５８７および５９１からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む重
鎖可変領域ＣＤＲ３；
　ｉｖ．配列番号３１２、３１８、３２４、３２９、３３８、３４３、３４８、３５２、
３５７、３６３、３６９、３８１、３９０、３９７、４０１、４０６、４１６、４２３、
４２８、４３３、４４７、４６０、４６８、４７４、４７７、４８３、４９０、４９８、
５０３、５０８、５１８、５３３、５４０、５４４、５４７、５５６、５６２、５６８、
５７１、５８０、５８５および５８８からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１；



(36) JP 2019-506842 A5 2020.1.16

　ｖ．配列番号３１３、３１９、３３０、３４４、３４９、３５８、３６４、３７０、３
８２、３８５、３９１、３９８、４０９、４１７、４２９、４３４、４３８、４４８、４
５４、４６１、４６９、４７８、４８４、４８７、５０４、５１３、５２３、５３４、４
２９、４４８、５４８、５５７、５６３、５７２、５７５および５８６からなる群から選
択されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；ならびに
　ｖｉ．配列番号３１４、３２０、３２５、３３１、３３９、３４５、３５０、３５３、
３５９、３６５、３７１、３７７、３８３、３８６、３９２、３９５、３９９、４０２、
４０７、４１０、４１４、４１８、４１９、４２４、４３０、４３５、４３９、４４３、
４４９、４５２、４５５、４５７、４６２、４６５、４７０、４７９、４８５、４８８、
４９１、４９３、４９５、４９９、５０５、５０９、５１４、５１９、５２４、５２８、
５３０、５３１、５３５、５４１、５４２、５４５、５４９、５５４、５５８、５６４、
５６９、５７３、５７６、５８１および５９２からなる群から選択されるアミノ酸配列を
含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３
を含む、単離された抗体またはその抗原結合性部分。
（項目３３）
　前記参照抗体またはその参照抗原結合性部分と同じエピトープに結合する、項目２９、
３０、３１または３２に記載の単離された抗体またはその抗原結合性部分。
（項目３４）
　前記参照抗体またはその参照抗原結合性部分と、ヒトＦｃＲＬ５のドメイン９内の同じ
エピトープに結合する、項目２９、３０、３１または３２に記載の単離された抗体または
その抗原結合性部分。
（項目３５）
　項目１から３４までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片と、薬学的
に許容される担体とを含む組成物。
（項目３６）
　項目１から３４までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片を治療剤と
連結した免疫コンジュゲート。
（項目３７）
　前記治療剤が、薬物、細胞毒、または放射性同位元素である、項目３６に記載の免疫コ
ンジュゲート。
（項目３８）
　項目３６または３７に記載の免疫コンジュゲートと、薬学的に許容される担体とを含む
組成物。
（項目３９）
　項目１から３４までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片を第２の機
能性部分と連結した二重特異性分子。
（項目４０）
　前記第２の機能性部分が、前記抗体またはその抗原結合性断片とは異なる結合特異性を
有する、項目３９に記載の二重特異性分子。
（項目４１）
　前記第２の機能性部分が、免疫細胞に対する結合特異性を有する、項目３９に記載の二
重特異性分子。
（項目４２）
　前記第２の機能性部分が、ＣＤ３に対する結合特異性を有する、項目３９に記載の二重
特異性分子。
（項目４３）
　項目３９から４２のいずれか一項に記載の二重特異性分子と、薬学的に許容される担体
とを含む組成物。
（項目４４）
　項目１から３４までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片をコードす
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る、単離された核酸。
（項目４５）
　項目４４に記載の核酸分子を含む発現ベクター。
（項目４６）
　項目４６に記載の発現ベクターを含む宿主細胞。
（項目４７）
　全細胞または組織中のＦｃＲＬ５を検出するための方法であって、
　ｉ．細胞または組織を項目１から３４までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原
結合性断片と接触させるステップであり、該抗体またはその抗原結合性断片が検出可能な
標識を含むステップと、
　ｉｉ．該細胞または組織に付随する検出可能な標識の量を測定することによって該細胞
または組織に結合した標識された抗体またはその抗原結合性断片の量を決定するステップ
であり、結合した抗体またはその抗原結合性断片の量により、該細胞または組織中のＦｃ
ＲＬ５の量が示されるステップと
を含む方法。
（項目４８）
　被験体におけるがんを処置する方法であって、該被験体に項目１から３４までのいずれ
か一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片を有効量で投与し、それにより、該被験体
におけるがん細胞の死滅を誘導するステップを含む方法。
（項目４９）
　前記がん細胞の数を減少させる、項目４８に記載の方法。
（項目５０）
　前記腫瘍のサイズを縮小させる、項目４８に記載の方法。
（項目５１）
　前記被験体における前記腫瘍を根絶する、項目４８に記載の方法。
（項目５２）
　前記がんが、多発性骨髄腫またはワルデンシュトレームマクログロブリン血症である、
項目４８から５１までのいずれか一項に記載の方法。
（項目５３）
　前記がんが、多発性骨髄腫である、項目４８から５２までのいずれか一項に記載の方法
。
（項目５４）
　前記被験体がヒトである、項目４８から５３までのいずれか一項に記載の方法。
（項目５５）
　がんを処置するための、項目１から３４までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗
原結合性断片の使用。
（項目５６）
　前記がんが多発性骨髄腫またはワルデンシュトレームマクログロブリン血症である、項
目５５に記載の使用。
（項目５７）
　前記がんが多発性骨髄腫である、項目５５または５６に記載の使用。
（項目５８）
　被験体におけるがんの処置において使用するための、項目１から３４までのいずれか一
項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
（項目５９）
　前記がんが多発性骨髄腫またはワルデンシュトレームマクログロブリン血症である、項
目５８に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
（項目６０）
　前記がんが多発性骨髄腫である、項目５８または５９に記載の抗体またはその抗原結合
性断片。
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（項目６１）
　項目１から３４までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片を含む、が
んを処置するためのキット。
（項目６２）
　がんを有する被験体を処置するための前記抗体またはその抗原結合性断片の使用に関す
る使用説明書をさらに含む、項目６１に記載のキット。
（項目６３）
　前記がんが多発性骨髄腫またはワルデンシュトレームマクログロブリン血症である、項
目６１または６２に記載のキット。
（項目６４）
　前記がんが多発性骨髄腫である、項目６３に記載のキット。
（項目６５）
　治療剤に連結した抗体またはその抗原結合性断片を含む免疫コンジュゲートであって、
該抗体またはその抗原結合性部分は、
　ｉ．配列番号３０９、３１５、３２１、３２６、３３２、３３５、３４０、３４６、３
５４、３６０、３６６、３７２、３７８、３８７、３９３、４０３、４１１、４２０、４
２５、４３６、４４０、４４４、４７１、４８０、５００、５１０、５１５、５２０、５
２５、５３７、５５１、５５９、５６５、５８２および５８９からなる群から選択される
アミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；
　ｉｉ．配列番号３１０、３１６、３２２、３２７、３３３、３３６、３４１、３５５、
３６１、３６７、３７３、３７９、３８８、４０４、４１２、４２１、４２６、４３１、
４４１、４４５、４５０、４６６、４７２、４７５、４８１、４９６、５０１、５０６、
５１１、５１６、５２１、５２６、５３８、５５２、５６０、５６６、５８３および５９
０からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；
　ｉｉｉ．配列番号３１１、３１７、３２３、３２８、３３４、３３７、３４２、３４７
、３５１、３５６、３６２、３６８、３７４、３７６、３８０、３８４、３８９、３９４
、３９６、４００、４０５、４０８、４１２、４１５、４２２、４２７、４３２、４３７
、４４２、４４６、４５１、４５３、４５６、４５８、４５９、４６３、４６４、４６７
、４７３、４７６、４８２、４８６、４８９、４９２、４９４、４９７、５０２、５０７
、５１２、５１７、５２２、５２７、５２９、５３２、５３６、５３９、５４３、５４６
、５５０、５５３、５５５、５６１、５６７、５７０、５７４、５７７、５７８、５７９
、５８４、５７８、５８７および５９１からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む重
鎖可変領域ＣＤＲ３；
　ｉｖ．配列番号３１２、３１８、３２４、３２９、３３８、３４３、３４８、３５２、
３５７、３６３、３６９、３８１、３９０、３９７、４０１、４０６、４１６、４２３、
４２８、４３３、４４７、４６０、４６８、４７４、４７７、４８３、４９０、４９８、
５０３、５０８、５１８、５３３、５４０、５４４、５４７、５５６、５６２、５６８、
５７１、５８０、５８５および５８８からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１；
　ｖ．配列番号３１３、３１９、３３０、３４４、３４９、３５８、３６４、３７０、３
８２、３８５、３９１、３９８、４０９、４１７、４２９、４３４、４３８、４４８、４
５４、４６１、４６９、４７８、４８４、４８７、５０４、５１３、５２３、５３４、４
２９、４４８、５４８、５５７、５６３、５７２、５７５および５８６からなる群から選
択されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；ならびに
　ｖｉ．配列番号３１４、３２０、３２５、３３１、３３９、３４５、３５０、３５３、
３５９、３６５、３７１、３７７、３８３、３８６、３９２、３９５、３９９、４０２、
４０７、４１０、４１４、４１８、４１９、４２４、４３０、４３５、４３９、４４３、
４４９、４５２、４５５、４５７、４６２、４６５、４７０、４７９、４８５、４８８、
４９１、４９３、４９５、４９９、５０５、５０９、５１４、５１９、５２４、５２８、
５３０、５３１、５３５、５４１、５４２、５４５、５４９、５５４、５５８、５６４、
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５６９、５７３、５７６、５８１および５９２からなる群から選択されるアミノ酸配列を
含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３
を含み、
　前記抗体またはその抗原結合性断片が、ＦｃＲＬ５に特異的に結合する、免疫コンジュ
ゲート。
（項目６６）
　治療剤に連結した抗体またはその抗原結合性断片を含む免疫コンジュゲートであって、
該抗体またはその抗原結合性部分は、
　ｉ．配列番号３、配列番号７、配列番号１１、配列番号１５、配列番号１９、配列番号
２３、配列番号２７、配列番号３１、配列番号３５、配列番号３９、配列番号４３、配列
番号４７、配列番号５１、配列番号５５、配列番号５９、配列番号６３、配列番号６７、
配列番号７１、配列番号７５、配列番号７９、配列番号８３、配列番号８７、配列番号９
１、配列番号９５、配列番号９９、配列番号１０３、配列番号１０７、配列番号１１１、
配列番号１１５、配列番号１１９、配列番号１２３、配列番号１２７、配列番号１３１、
配列番号１３５、配列番号１３９、配列番号１４３、配列番号１４７、配列番号１５１、
配列番号１５５、配列番号１５９、配列番号１６３、配列番号１６７、配列番号１７１、
配列番号１７５、配列番号１７９、配列番号１８３、配列番号１８７、配列番号１９１、
配列番号１９５、配列番号１９９、配列番号２０３、配列番号２０７、配列番号２１１、
配列番号２１５、配列番号２１９、配列番号２２３、配列番号２２７、配列番号２３１、
配列番号２３５、配列番号２３９、配列番号２４３、配列番号２４７、配列番号２５１、
配列番号２５５、配列番号２５９、配列番号２６３、配列番号２６７、配列番号２７１、
配列番号２７５、配列番号２７９、配列番号２８３、配列番号２８７、配列番号２９１、
配列番号２９５、配列番号２９９、配列番号３０３およびその保存的改変からなる群から
選択されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、ならびに
　ｉｉ．配列番号４、配列番号８、配列番号１２、配列番号１６、配列番号２０、配列番
号２４、配列番号２８、配列番号３２、配列番号３６、配列番号４０、配列番号４４、配
列番号４８、配列番号５２、配列番号５６、配列番号６０、配列番号６４、配列番号６８
、配列番号７２、配列番号７６、配列番号８０、配列番号８４、配列番号８８、配列番号
９２、配列番号９６、配列番号１００、配列番号１０４、配列番号１０８、配列番号１１
２、配列番号１１６、配列番号１２０、配列番号１２４、配列番号１２８、配列番号１３
２、配列番号１３６、配列番号１４０、配列番号１４４、配列番号１４８、配列番号１５
２、配列番号１５６、配列番号１６０、配列番号１６４、配列番号１６８、配列番号１７
２、配列番号１７６、配列番号１８０、配列番号１８４、配列番号１８８、配列番号１９
２、配列番号１９６、配列番号２００、配列番号２０４、配列番号２０８、配列番号２１
２、配列番号２１６、配列番号２２０、配列番号２２４、配列番号２２８、配列番号２３
２、配列番号２３６、配列番号２４０、配列番号２４４、配列番号２４８、配列番号２５
２、配列番号２５６、配列番号２６０、配列番号２６４、配列番号２６８、配列番号２７
２、配列番号２７６、配列番号２８０、配列番号２８４、配列番号２８８、配列番号２９
２、配列番号２９６、配列番号３００、配列番号３０４およびその保存的改変からなる群
から選択されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域
を含み、
　前記抗体またはその抗原結合性部分が、ＦｃＲＬ５ポリペプチドに特異的に結合する、
免疫コンジュゲート。
（項目６７）
　前記治療剤が、薬物、細胞毒、または放射性同位元素である、項目６５または６６に記
載の免疫コンジュゲート。
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